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申請者本人はロンドン芸術大学 のChelsea College of Art and Designとの交換留学生として英国社会での
生活を経験し、またニューヨークでの個展やグループ展を行なうことで、心身を欧米の空気のなかに晒した。
そのような時間経過のなかで、否応無く自身が東洋人であり、取り分け日本人あることを実感したのではな
いだろうか。その結果、西洋的なるものと東洋的なるものが一つに成ることの可能性を自身の平面的視覚表
現のなかで実現したいと考えるに至った。 
学部生の時点で染織分野の専攻に入ってからは、染色技法の中でも取り分け絵画的表現に近い友禅技法に
魅せられて、自由に自己の内面から湧き出る想いを表現することに没頭した。三井秀樹氏が著書「琳派のデ
ザイン学」のなかで、光琳の絵画が“形を切り絵のように単純化し、平面的に捉え、金箔の背景に鮮やかな
色彩で表現されています。”と述べている。そうなると友禅染は着物という衣装のための絵画表現であると言
えるかもしれない。あるいは当時の絵画がむしろ、現代で言うところの工芸的装飾品であったのかもしれな
い。ともかくも１７世紀に確立された着物としての友禅染色は、当時の絵画の範疇にあるものと同次元にあ
ったとも考えられる。 
本人の作品傾向は当初よりホップ調で、伝統的な静寂さをテーマとした花鳥風月的なものとは一線を画す
内容であったために、友禅の系譜がやや軽んじられたことは否めない。しかしながら作品制作には極めて意
欲的に取り組んできたことは大いに評価出来る。友禅技法における防染の意義とそれにより醸成される雅意
については適宜指導してきたが、それらに関する考察と友禅染の発生に至った時代背景、また障屏画に代表
される絵画との関連等基本事項を充分に踏まえての研究土台を構築した上でのスタートが切れれば更に質の
高い研究になったと思われる。論文のテーマを先行させるならばそれらは今後も続く研究に期待できる。 
ところで、ハイブリッドさせようとしている［染色すること］と［staining］のそれぞれが［染料］と［顔
料］との性質上、合一し難いものであり、西洋と東洋の出発点そもそもの違いがあって、設定した目標には
容易に到達し得ないことも充分に理解した上での研究であったと考えれば、作品として表現されたものが、
本論で述べられているところの染色における彩色と染着の行為を絵画におけるステイニング（染込み）と対
比させて、それらを融合させる実験として成立できる。 
つまり防染材料である糸目糊で形態の輪郭をつくりあげて、その内側を染料で彩色・染着する行為をサラ
リーマンシリーズ３点にまとめあげることで、染色としての友禅を提示している。一方、AFTERIMAGEの５点
では絹布上で染料によるstainingを見せている。 
このstaining現象を［染料］に置き換えて、図像全体を映像のコマ送りのように分解したものをレイヤー
化、それを糸目糊によるスリットを通して見せることで、「染色すること」と「staining」の融合を企図した。
２種類の表現された、相対する世界同士の意外な時間空間の変位として興味深く迫ってくる結果となったこ
とで成功したと思う。 
回帰すべきこととして、本論中では西洋と東洋といった大きな括りで論題を設けているが、東洋の中の日
本という位置関係を慎重に捉え、日本という特異な風土で出現した友禅という独自の染法に自己の表現の出
発点があることをより明確に認識すべきと考える。 
